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議
場
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

～
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
～

　
新
議
場
は
、
市
政
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
議
場
の
壁
の
一
部
を
ガ
ラ
ス
で
構
成
し
、
通
常
時

や
議
会
開
催
時
の
運
用
に
応
じ
た
空
間
が
創
り
出
せ
る

柔
軟
性
を
持
た
せ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
、
傍
聴
席

に
は
親
子
傍
聴
室
を
併
設
し
、
お
子
様
と
一
緒
に
傍
聴

が
で
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
な

ど
を
使
用
す
る
方
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
を
利

用
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
議
場
傍
聴
席
ま
で
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
傍
聴
に
来

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
袖
ケ
浦
市
役
所
北
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、
８
月
30
日
に
袖
ケ

浦
市
議
会
議
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
記
念
式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
開
場
宣
言
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
議
場
の
ス
タ
ー
ト
を
記
念
し
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
か
ら
未
来
に
向
け
た
想
い
や
夢
を
テ
ー
マ
に
メ
モ
リ
ア
ル

ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
を
披
露

し
て
く
だ
さ
っ
た
市
内
中
学
校
の
皆
さ
ん
、
夢
と
希
望
に
溢
れ

た
素
敵
な
ス
ピ
ー
チ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
袖
ケ
浦
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
さ
ん
の
夢
が
叶
う

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
袖
ケ
浦
市
が
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
街
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　学校生活で色々な経験をする中ででき
た夢は「自分で決めたことは最後まで前
向きに努力し、人の役に立てる人」。昭
和中学校には「昨年を超える」という伝
統があります。学校を進化させていく
ために、今できることを一生懸命に、新
しいことに挑戦することを心掛けていま
す。今の目標は、史上最高
と誇れる合唱コンクー
ルと卒業式を作りあ
げること、夢や目標
に向けて一瞬一瞬を
大切に生活していき
たいと思います。

昭和中学校　原田瑞希さん

「未来に向けた想いや夢」

メモリアル
スピーチ

スピーチの一部内容をご紹介します。

傍聴の受付をしたら、傍聴席へ。

スロープがあるから、車いすや

ベビーカーも移動しやすいガウ

　　  傍聴受付　
1

　　  傍聴席入口　
2

　　  親子傍聴席　
3

議会を傍聴
するために受付をするガウ

ガ
ウ
ラ
と
ソ
デ
リ
ー
が

議
場
を
案
内
す
る
よ
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海側

　中学校生活での行事や部活動を通じて、本当に多くのこと
を学ぶことができました。まだ将来やりたいことがあるわけ
ではないですが、将来、「人に喜んでもらう仕事」をしたいです。
誰かに喜んでもらえることで、自分自身もうれしくなれるし、
もっと自分の仕事を好きになれると思うからです。第一志望
の高校に合格するためにも、時間を効率よく
使って勉強したり、生活面でも規則正し
い生活をしたり、日々の生活の中の努力
が夢につながっていくと思います。

　私の将来の夢は、医療関係の仕事につくことで、特に興味
を持っていることは、僻地や過疎地など、人手が足りていな
い地域で医療に携わることです。
　この仕事で私が一番大切だと思うことは、患者さんに寄り
添って笑顔で接することです。一人でも多くの人が安心して笑
顔で暮らせる未来を目指して、これからも様々
なことを学び、人の役に立てるような大人
になれるよう、頑張りたいと思います。

　将来は小学校の先生になりたいと思っています。きっかけ
は小学校生活がとても楽しく、低学年の子にわからないこと
を教えたり、優しく接したりすることができたときに、とて
もうれしい気持ちになったからです。袖ケ浦市で教員として
過ごせる日が来るのを夢見ています。これから成人していく
私たちが袖ケ浦市をつくっていく自覚を持
ち、これからの袖ケ浦市の未来が明るく
光り輝くものであるように私自身も貢
献できるように頑張りたいです。

　私は歴史に興味があり、本を読んだり、調べたりする中で
人類の歴史は戦争と切り離せないことがわかりました。世界
平和のためには、戦い争うのではなく、互いを認め合い、競
い合うことで互いを高めていく考えが必要です。根形中のス
ローガンは「認めあい　磨きあい　支えあい　そしてありが
とう」です。このスローガンの精神をもって、
これからの世界を担う私たちが平和な世
界を作ることを宣言します。

平川中学校　松本咲空さん

「将来の夢」
長浦中学校　鈴木結衣さん

「夢に向かって」

根形中学校　大野海斗さん

「「平和な世界の実現に向けて平和な世界の実現に向けて」」

蔵波中学校　山田夏凛さん

「「安心して暮らせる未来のために安心して暮らせる未来のために
～無医地区・僻地医療の充実を目指して～～無医地区・僻地医療の充実を目指して～」」

小さいお子さん連れの方のための親子傍聴席や、車いすの方のための傍聴スペースができたガウ

議場のまわりは展望回廊に

なっているよ。天気が良ければ

富士山が見えるガウ

　　  展望回廊　
6

　　  車いす傍聴スペース　
4

　　  議場の様子　
5

WEBで議場の360°画像公開中
※外部サイトでの公開です。

5

6

4

2
1

3
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令和３年度は、新型コロナウイルスワクチン接種をはじめとし、市民や事業者への支援
など新型コロナウイルスに関する事業が多く実施されました。

決算審査特別委員会では、市民のみなさんが納めた税金がどのように使われたか審議
を行いました。

歳　入（収入） 対前年度
増減率 歳　出（支出） 対前年度

増減率

一 般 会 計 315億 8,029万円 －9.9％ 304億 4,219万円 －9.6％

特 別 会 計
国民健康保険 62億    726万円 －5.5% 61億 5,254万円 －5%
後期高齢者医療 7億 2,682万円 2.9% 　7億 2,252万円 2.6%
介護保険 44億 1,854万円 6.7% 43億 4,024万円 7.6%

下水道事業会計
収益的収支 17億 8,978万円 4.4% 16億 　198万円 －0.6％
資本的収支 3億 6,296万円 －11.5% 7億 8,857万円 －7.7％

令和３年度　各会計決算状況

令 和 ３ 年 度 決 算

税金の使い方をチェックしました □

市税
45.5%

民生費
37.2％

衛生費
11.0％

教育費
11.3％ 総務費

16.9％

土木費
7.5％

商工費 1.9％

農林水産業費 4.4％
消防費 3.9％

議会費 0.9％
その他 0.1％

自主財源
56.1％

依存財源
43.9％

諸収入 1.8％
使用料及び手数料 1.4％

繰入金 1.3％
その他の自主財源 1.7％

市債
7.0％

国庫支出金
21.6％

県支出金
7.4％

地方譲与税 1.2％
地方消費税交付金 4.6％

その他の依存財源 2.1％

公債費 4.9％

繰越金 4.4％

一般会計歳入 一般会計歳出
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決 算 討 論
防災機能の強化や教育環境の整備を推進
市民福祉の向上や発展に向けた取組を評価

コ
ロ
ナ
対
策
と
同
時
に
教
育
環
境
や

防
災
拠
点
の
整
備
取
組
を
評
価

平
川
地
区
「
認
定
こ
ど
も
園
」
計
画

中
止
・
８
万
円
／
㌧
の
大
規
模
ご
み

焼
却
見
直
せ

賛成
討論

　
総
合
計
画
第
１
期
実
施
計
画
の

中
間
年
度
。
子
育
て
・
教
育
施
策

で
は
児
童
数
の
増
加
対
応
と
し
て
、

民
間
保
育
所
整
備
の
支
援
事
業

や
、
奈
良
輪
小
学
校
校
舎
増
築
な

ど
教
育
環
境
整
備
の
推
進
。
産
業

施
策
で
は
、
企
業
の
設
備
投
資
や

雇
用
促
進
へ
の
支
援
を
実
施
。
防

犯
・
防
災
施
策
で
は
、
街
頭
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
や
、
防
犯
灯
の
適
切

管
理
を
行
な
い
、
市
役
所
北
庁
舎

建
設
に
よ
る
防
災
拠
点
の
機
能
強

　

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
約

２
億
７
千
万
円
増
で
す
。
12
月
ま

で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
が
延
期

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
は
約
３
万
件
で
す
が
情
報
漏
洩

が
危
険
。
取
り
や
め
を
。
平
川
地

区
で
安
全
よ
り
営
利
が
優
先
さ
れ

る
公
立
の
幼
稚
園・保
育
園
を「
認

定
こ
ど
も
園
」
に
す
る
計
画
は
中

止
を
。
ご
み
袋
値
上
げ
は
白
紙
撤

回
を
。
５
万
円
弱
／
㌧
だ
っ
た
広

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費

の
削
減
や
疾
病
の
早
期
発
見
を
実

施
。
歳
入
で
は
、
国
保
税
の
収
納

率
向
上
や
特
定
財
源
の
確
保
な
ど

健
全
財
政
に
努
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
に
賛
成
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
歳
出

に
お
い
て
は
徴
収
し
た
保
険
料
や

保
険
基
盤
安
定
制
度
負
担
金
に

つ
い
て
適
正
に
納
付
さ
れ
て
お
り
、

歳
入
で
は
納
付
金
の
主
な
財
源
で

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
窓
口

全
額
自
己
負
担
の
資
格
証
交
付

１
１
０
件
、
短
期
被
保
険
者
証
交

付
１
３
２
件
と
の
こ
と
。
こ
れ
ら

の
交
付
中
止
を
。
一
般
会
計
か
ら

国
保
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入
れ
が

２
千
５
百
万
円
で
令
和
５
年
度
に

ゼ
ロ
と
す
る
計
画
。
令
和
４
年
度

に
は
国
保
税
増
税
で
負
担
増
に
。

以
前
の
１
億
５
千
万
円
に
戻
す
べ

き
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
６
ヶ

化
を
推
進
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て
は
、
高
須
箕
和
田
線
南
袖
延
伸

整
備
な
ど
交
通
利
便
性
向
上
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
推

進
や
、
市
内
飲
食
店
、
中
小
企
業

等
に
対
し
各
種
支
援
を
実
施
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
同
時
に
各

分
野
に
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
、

市
の
将
来
の
発
展
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
と
評
価
し
賛
成

し
ま
す
。

域
大
規
模
ご
み
処
理
費
は
コ
ー
ク

ス
値
上
げ
で
８
万
円
／
㌧
へ
の
出

費
増
。
巨
額
経
費
で
資
源
消
滅

し
、
温
暖
化
防
止
に
逆
行
す
る
大

規
模
ご
み
焼
却
は
見
直
す
べ
き
で

す
。
保
護
者
負
担
と
な
る
年
６
回

の
「
弁
当
の
日
」
は
廃
止
を
。
憲

法
の
教
育
無
償
化
に
則
り
、
第
１

子
か
ら
給
食
費
早
期
無
償
化
を
求

め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
反

対
し
ま
す
。

〈
一
般
会
計
〉

〈
特
別
会
計
〉

反対
討論

認定

賛成
討論

反対
討論

各
会
計
と
も
適
正
な
運
営
と
判
断

資
格
証
・
短
期
証
の
交
付
中
止
と

被
保
険
者
負
担
軽
減
を

月
の
短
期
被
保
険
者
証
交
付
15

名
、
預
貯
金
差
し
押
さ
え
５
件
と

の
こ
と
で
す
が
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
令
和
２
年
度
基

準
額
６
万
７
百
２
０
円
か
ら
令
和

３
年
度
基
準
額
６
万
２
千
４
百
円

に
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
負
担
軽

減
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
反
対
し
ま
す
。

あ
る
保
険
料
の
収
納
率
向
上
に
努

め
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
賛
成
し

ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
高
齢
化
に
伴

う
費
用
増
加
の
中
、
地
域
支
援
策

と
し
て
介
護
予
防
や
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
。
費
用
負
担
軽
減
策

と
し
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
支
給

等
、
適
正
な
執
行
を
し
て
い
る
と

判
断
し
賛
成
し
ま
す
。
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令
和
３
年
度
総
括

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
大
き
く

受
け
、
未
執
行
と
な
っ
た
分
野
は
。

基
本
計
画
に
は
６
つ
の
分
野
が
あ
り
、
影

響
が
な
か
っ
た
の
は
都
市
形
成
・
都
市
基
盤

の
分
野
の
み
で
、
他
の
５
分
野
は
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
特
に
市
民
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト・講
習
、
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り
、
観
光
、
雇
用
・

就
業
、
市
民
活
動
等
一
部
リ
モ
ー
ト
に
よ
り

開
催
で
き
て
い
る
も
の
を
除
き
、
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

大
き
く
影
響
を
受
け
た
分
野
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

当
初
、
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言
等
重
い
行
動
制
限

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
７
波
以
降
、
市

民
生
活
に
つ
い
て
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
元
の
生
活
に
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

考
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
な

が
ら
計
画
に
基
づ
き
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
の
情
報
発
信

市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
い
く
つ
か
。

Ｒ
４
年
３
月
末
現
在
に
お
い
て
、
７
，

０
３
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
の
中
で
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
セ※

グ
メ
ン
ト
配
信
は
ど
の
よ
う
に
運

用
し
た
の
か
。

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
に
つ
き
ま
し
て
は
、
登

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
周
知
活

動
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
工
場
連
絡
会
の
会

議
で
制
度
の
紹
介
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

を
行
い
、
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

災
害
情
報
伝
達

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

主
に
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
防

災
行
政
無
線
の
聞
こ
え
な
い
難
聴
世
帯
や
保

育
所
、
老
人
福
祉
施
設
等
に
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

音
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
等
の
設
置
の
判

断
基
準
は
あ
る
の
か
。

山
間
部
な
ど
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
離
れ

た
世
帯
や
障
害
等
個
別
の
事
情
に
て
判
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
の
取
組
状
況

利
用
人
数
が
増
え
た
要
因
は
。

録
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
お

住
ま
い
の
地
域
や
性
別
等
必
要
な

情
報
を
集
約
し
、
そ
れ
ら
の
情
報

に
対
応
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
概
要
及
び
実
績

は
。国

が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
企
業
が
寄
付

を
行
っ
た
場
合
、
法
人
関
係
税
か
ら
税
額
控

除
を
行
う
仕
組
み
で
す
。
Ｒ
３
年
度
の
実
績

は
、
３
社
か
ら
１
，
１
１
０
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
訳
は
公
立
保
育
所
の

施
設
等
管
理
事
業
に
10
万
円
、
庁
舎
整
備
事

業
に
１
０
０
万
円
、
市
制
施
行
30

周
年
記
念
事
業
に
５
０
０
万
円
、

地
方
公
共
交
通
づ
く
り
事
業
に

５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
方
針
等
は
あ
る
の

か
。市

内
に
は
多
く
の
企
業
が
あ
る

た
め
、
本
制
度
の
周
知
活
動
を
徹

底
し
、
よ
り
多
く
の
寄
付
を
し
て

は
、
主
に
イ
ベ

ン
ト
関
係
の
情

報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

お
金
の

使
い
道
を

令和
３年度
決算

チ
ェッ
ク

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
市
の
取
組
み
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
は

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公式LINEの
登録はこちら

※
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
…
対
象
者
を
条
件
別
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
情
報
を
配
信
す

る
こ
と
。

袖ケ浦市公式 LINE 周知チラシ

袖ケ浦市企業版
ふるさと納税パンフレット
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産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
案
内
と

し
て
は
、
妊
娠
届
出
書
提
出
の
際
の
ほ
か
Ｒ

３
年
度
は
、
子
ど
も
医
療
費
の
受
給
券
の
送

付
の
際
の
チ
ラ
シ
の
中
に
も
記
載
を
し
ま
し

た
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
利
用
人
数
が
増
加
し
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｒ
３
年
度
の
利
用
人
数
18
名
の
内
訳
は
。

一
般
世
帯
が
16
名
、
非
課
税
世
帯
が
２
名

の
利
用
で
し
た
。

Ｒ
３
年
度
は
利
用
回
数
が
前
年
度
の
４
倍

と
な
っ
て
い
る
が
、
問
題
な
く
事
業
運
営
が

行
え
て
い
る
の
か
。

事
業
者
と
利
用
者
間
で
時
間
帯
や
利
用
回

数
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
問
題
な
く
事
業

運
営
が
行
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業

子
育
て
世
代
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

相
談
内
容
は
。

妊
娠
届
時
面
談
相
談
等
が
最
も
多
く
、
養

護
相
談
、
育
成
相
談
と
続
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
相
談
内
容
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
件
数
が
年
々
増
え
て
い
る
が
、
現
状

何
名
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。

Ｒ
３
年
度
は
子
育
て
世
代
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
子
育
て
支
援
課
２
名
、
健
康
推

進
課
２
名
の
計
４
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談
件
数
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
と
の
や
り

取
り
の
中
で
気
に
な
る
子
ど
も
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
に
お
い

て
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
資
源
化
推
進

資
源
回
収
活
動
推
進
助
成
金
交
付
事
業
の

仕
組
み
は
。

各
自
治
会
及
び
団
体
に
お
い
て
１
㎏
あ

た
り
４
円
の
助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。回

収
か
ご
や
網
な
ど
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
が

取
れ
な
い
自
治
会
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

場
所
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て

も
何
と
か
実
施
で
き
る
方
向
に
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
土
地
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
各

し
込
ん
だ
ら
設
置
し
て
く
れ
る
の
か
。

イ
ノ
シ
シ
の
大
型
用
は
足
り
て
お
り
、
ア

ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
小
型
用
は
、

不
足
し
て
い
る
認
識
で
す
。
小
型
用
は
農
作

物
被
害
の
方
々
を
優
先
に
貸
し
出
し
て
お

り
、
生
活
被
害
の
方
々
は
順
番
待
ち
と
な
っ

て
い
ま
す
。

下
宮
田
区
有
害
獣
対
策
協
議
会
は
Ｒ
３
年

度
ど
の
く
ら
い
駆
除
を
行
っ
た
の
か
。

イ
ノ
シ
シ
24
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
７
頭
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
３
頭
、
タ
ヌ
キ
１
頭
、
二
ホ
ン
ジ

カ
４
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
状
況
に
つ
い
て
、
各
学
校
間
の
共
有

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｒ
３
年
度
は
情
報
推
進
会
議
で
各
学
校

の
取
組
を
紹
介
し
て
お
り
、
Ｒ
４
年
度
は
校

長
会
議
や
教
頭
会
議
に
て
効
果
的
な
活
用
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
環
境
の
な
い
家
庭
に
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

学
習
用
の
プ
リ
ン
ト
を
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
環
境
の
支
援
策
の
検
討
は
。

各
家
庭
の
Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
環
境
に
つ
い
て

は
毎
年
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
機
器
等
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
現

在
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
た
家
庭
に
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

各
家
庭
の
状
況
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
な

が
ら
、
関
係
部
署
と
調
整
等
を
図
り
進
め
て

い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
グ
に
つ
い
て

医
療
機
関
の
選
定
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

特
に
条
件
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
医
療
機

関
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
年
度
ご
と
に

受
け
入
れ
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
と
相
談
し
、
良
い

方
向
に
持
っ
て
い
け
る
よ

う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除

カ
ラ
ス
等
の
駆
除
場
所
の
選
定
方
法
は
。

地
元
に
申
請
書
を
あ
ら
か
じ
め
渡
し
て
お

り
、
要
望
が
あ
が
っ
て
き
た
場
所
を
選
定
し

て
い
ま
す
。

現
在
の
わ
な
の
稼
働
数
は
。

大
型
用
は
１
０
６
基
、
小
型
用
は
２
０
０

基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
な
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
申

決算審査特別委員会
委 員 長 緒方　妙子

副委員長 湯浅　　榮

委　　員 佐藤　博文　　伊東　章良
稲毛　茂徳　　根本　駿輔
山口　　進　　山下　信司
篠原　幸一　　榎本　雅司
篠﨑　典之

※そのほかの質疑については、後日ホームページで会議録を閲覧できますので、ぜひご覧ください。
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こんなことが決まりました
9月定例会　会 期 ９月２日～９月27日　26日間

条例の制定………………… 1件
条例の一部改正…………… 1件
財産の取得………………… 1件
令和４年度補正予算……… 6件
令和３年度決算の認定…… 2件

規約の制定に関する協議… 1件
契約の変更………………… 1件
諮　問……………………… 1件

合　計　14件　その他報告…３件

今号では
この中から
4つを

Pick up！

　
公
立
保
育
所
で
は
、
県
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
濃
厚
接
触

者
の
特
定
を
行
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
陽
性
者
が
出
た

際
の
感
染
拡
大

を
防
止
す
る

た
め
に
、
職
員

用
の
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
を
購
入

し
、
接
触
者
の

検
査
を
行
い
ま

す
。

　
今
井
１
丁
目
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故
に
つ
い
て
、
原
因
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
雨
水
管
へ
地
下
水
が
侵
入
し
、
周
囲
の
土
砂
が
陥
没
し
た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
陥
没
事
故
が
起
こ
っ
た
場
所
の
周
辺
に
も
道
路
下

の
空
洞
化
が
疑
わ
れ
る
場
所
が
あ
り
、
当
該
地
区
の
修
繕
履
歴
に
も
陥
没

修
繕
を
行
っ
た
履
歴
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
雨
水
管
内
の
カ
メ
ラ
調
査
委

託
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
必
要
な
費
用
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

カ
メ
ラ
調
査
で
の
状
況
把
握
に
よ
り
、
必
要
な
修
繕
を
進
め
ま
す
。

Pick upPick up

12

公
立
保
育
所
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
強
化

職
員
用
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
購
入

今
井
地
区
道
路
陥
没

雨
水
管
内
部
の
カ
メ
ラ
調
査
費
用

可決

可決

  

主
な
質
疑  

抗
原
検
査
は
定
期
的
に
行
う
の
か
。
咳
な
ど

何
か
心
配
な
症
状
が
あ
る
と
き
に
行
う
の
か
。

保
育
所
内
で
陽
性
者
が
出
た
場
合
に
、
接
触

し
た
職
員
が
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
濃
厚
接

触
者
の
待
機
期
間
に
な
ら
っ
て
２
回
実
施
し
、

陰
性
を
確
認
し
た
う
え
で
勤
務
が
可
能
に
な

る
こ
と
か
ら
安
心
し
た
保
育
所
運
営
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
が
不
安
な
職
員
へ

の
対
処
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

保育所で使用する抗原検査キット

今井地区の道路陥没の様子今井地区の道路陥没の様子

補正予算補正予算
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国
葬
に
伴
う
市
の
対
応
を
問
う

Pick up

Pick up

4

3

市
庁
舎
整
備 

石
綿
含
有
建
材
撤
去
費
用

約
１
億
２
，
０
０
０
万
円
増

可決

　
庁
舎
整
備
工
事
で
は
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス

ト
）
含
有
建
材
に
つ
い
て
、
過
去
の
分
析
調

査
結
果
及
び
目
視
調
査
に
よ
り
含
有
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
建
材
の
除
却
を
見
込
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
法
改
正
に
伴
い
、
全

て
の
建
材
に
つ
い
て
事
前
調
査
及
び
報
告
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
石
綿
含
有
建
材

の
増
加
及
び
作
業
場
所
の
隔
離
な
ど
の
作

業
基
準
の
強
化
の
た
め
事
業
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
庁
舎
整
備
費
用
が

１
億
２
，
３
３
１
万
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

石
綿
対
策
に
て

庁
舎
整
備
契
約
金
額

を
変
更

　

法
改
正
に
伴
い
、
過
去
の
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
石
綿
含

有
建
材
が
判
明
し
、
作
業
場
所
の

隔
離
な
ど
、
石
綿
の
飛
散
防
止
の

徹
底
や
作
業
員
へ
の
健
康
障
害
防

止
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
た
め

工
事
費
が
増
額
と
な
っ
た
も
の
で

あ
り
賛
成
す
る
。

賛成
討論

１
億
円
超
の

大
規
模
工
事
は

競
争
入
札
の
実
施
を

　

旧
議
場
・
旧
庁
舎
及
び
既
存

庁
舎
の
階
段
吹
付
け
吸
音
材
等

は
、
過
去
の
調
査
で
は
石
綿
が
検

出
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
調
査

で
検
出
さ
れ
た
過
程
が
不
明
で
あ

る
。
１
億
円
超
の
石
綿
除
去
の
増

加
工
事
は
、
本
体
工
事
と
は
別
に

競
争
入
札
を
実
施
す
べ
き
。

反対
討論

庁舎整備工事の様子

　
安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
９
月
27
日
、
袖
ケ
浦
市
議
会
で
は
国
葬

に
伴
う
市
の
対
応
に
つ
い
て
緊
急
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
倍
晋
三
元
首
相
の
死
去
に
よ
る
国

葬
の
実
施
に
伴
い
、
市
が
国
葬
の
前

日
で
あ
る
令
和
４
年
９
月
26
日
の
夕

方
に
な
っ
て
突
然
に
本
庁
舎
に
半
旗

を
掲
げ
る
な
ど
と
し
た
理
由
と
詳
細

な
経
緯
に
つ
い
て
。

国
・
県
の
動
向
に
よ
り
検
討
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
９
月
26
日
の
新
聞

報
道
に
て
県
内
の
状
況
が
掲
載
さ
れ
、

国
の
省
庁
、
県
内
各
市
で
半
旗
を
掲

揚
す
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
が
、
世

論
が
二
分
し
賛
否
が
わ
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
市
民
の
中
に
も
様
々
な
意
見

が
あ
る
中
で
悩
ん
だ
末
の
判
断
で
す
。

直
前
ま
で
近
隣
市
と
情
報
交
換
に
努

め
前
日
の
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

近
隣
市
と
情
報
交
換
に
努
め
た
と
の

こ
と
だ
が
、
市
が
主
体
的
に
決
め
ず

近
隣
市
と
足
並
み
を
揃
え
た
理
由
は
。

事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
市
長
が

最
終
的
に
決
定
し
ま
す
が
、
決
定
に

至
る
ま
で
に
は
、
近
隣
市
の
動
き
や
県

の
動
き
を
情
報
収
集
し
判
断
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

検
討
を
行
っ
た
会
議
の
回
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
議
事
録
は
あ
る
の
か
。

議
事
録
は
整
理
中
で
す
が
、
国
葬
の

決
定
が
さ
れ
て
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
、
９
月
26
日
も
複
数
回
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
し
た
。
会
議
の
メ
ン
バ
ー

は
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
総
務

部
長
、
総
務
課
の
職
員
で
す
。
半
旗

を
掲
揚
す
る
か
の
判
断
材
料
を
市
長

に
お
話
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

※
緊
急
質
問
は
、
質
問
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
、
そ
の
他
真
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
、
議
会
が
質
問
を

行
う
こ
と
に
同
意
し
た
と
き
に
行
わ
れ
ま
す
。

緊急質問
※

  

主
な
質
疑  
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令和４年９月定例会の議決結果
９月定例会において議案11件、認定２件、諮問１件が審議されました。賛否が分かれた案件は下記のとおりです。

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。　◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

◆賛否が分かれた案件◆ ○＝賛成　●＝反対　欠＝欠席

議　案　等
議
決
結
果

付
託
委
員
会

佐
藤　

博
文

伊
東　

章
良

木
村　

淑
子

稲
毛　

茂
徳

伊
藤　
　

啓

湯
浅　
　

榮

根
本　

駿
輔

山
口　
　

進

村
田　
　

稔

山
下　

信
司

在
原　

直
樹

小
国　
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

吉
岡　

淳
一

励
波　

久
子

佐
藤 

麗
子（
議長
）

笹
生　
　

猛

榎
本　

雅
司

塚
本　

幸
子

篠
﨑　

典
之

契約の変更について
（庁舎整備工事） 可決 省

略 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 － 〇 〇 〇 〇

令和３年度一般会計及
び各特別会計歳入歳出
決算の認定

認定 決
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 ●

11
人
が

市
政
を
問
う

◆全会一致で原案可決された議案◆
◦一般職の職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に

関する条例の制定
◦職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定
◦財産の取得について（泡消火薬剤購入）
◦一般会計補正予算（第４号）
◦下水道事業会計補正予算（第１号）
◦千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一
部を改正する規約の制定に関する協議

▲議決結果はこちらから

◦一般会計補正予算（第５号）
◦国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
◦後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
◦介護保険特別会計補正予算（第１号）
◦下水道事業会計決算の認定
◦人権擁護委員の推薦

詳細は袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

袖ケ浦市ホームページ　https://www.city.sodegaura.lg.jp/

議会事務局　☎0438(62)3450

　
市
議
会
議
員 

笹
生
典
之

氏
は
、
去
る
９
月
30
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
55
歳
）

　
故
笹
生
典
之
議
員
は
、
平

成
24
年
10
月
に
市
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
３
期
に
わ
た

り
市
政
発
展
の
た
め
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
総
務
企
画
常
任

委
員
長
、
環
境
・
災
害
対
策

特
別
委
員
長
、
袖
ケ
浦
市
監

査
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

笹
生
　
典
之 

議
員

逝
去
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各議員のＱＲコードから一般質問の映像が
閲覧できます。会議録は市議会ホームページのほか、

中央図書館、長浦おかのうえ図書館でも閲覧できます。

11
人
が

市
政
を
問
う

一般質問とは、
皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

議員が市長などに考えを聞くものです。
議員本人がＱ＆Ａを要約し作成した原稿を

質問者順に掲載しています。
未掲載の内容も含め、一般質問の様子を

ホームページで録画配信中ですのでご覧ください。
会議録は12月頃に掲載予定です。

袖ケ浦市議会 検索
会 議 録 は こ ち ら か ら ▶

一
般
質
問

Q
A

重層的支援体制整備事業の
実施について市長の考えは
事業の実施に向け、準備を進めてい
るところです

有
害
鳥
獣
対
策
を
問
う

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
が
市
街
地
に
出
没
し

た
際
の
注
意
喚
起
は
。

情
報
が
寄
せ
ら
れ
次
第
、
関
係
部
署
で

情
報
共
有
し
、
目
撃
の
あ
っ
た
学
区
の
小

中
学
校
へ
情
報
提
供
し
、
学
校
か
ら
児
童

生
徒
へ
の
指
導
、
保
護
者
へ
の
メ
ー
ル
送

信
を
行
い
、
注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
安
全
メ
ー
ル
に
お
い
て
配
信

し
ま
す
。

家
庭
菜
園
や
庭
、
住
宅
敷
地
内
で
イ
ノ

シ
シ
等
か
ら
の
防
御
の
た
め
の
金
網
柵
等

に
助
成
金
を
出
さ
な
い
か
。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
、
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を
進
め
、
市

内
全
体
の
被
害
を
減
ら
す
よ
う
努
め
ま
す
。

企
業
と
の
協
力
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
実
証
実
験
を
検
討
し
な
い
か
。

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
を
伺
う

障
が
い
者
支
援
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券

を
配
布
し
て
い
る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
代
と
し

て
使
用
で
き
な
い
か
。

Ｈ
11
～
25
年
度
、
ガ
ソ
リ
ン
券
を
配
布

し
て
い
ま
し
た
が
、
給
油
し
た
燃
料
に
つ
い

て
障
が
い
者
の
送
迎
に
使
わ
れ
る
と
は
確
認

で
き
な
い
た
め
、
廃
止
し
ま
し
た
。
燃
料
費

助
成
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

不
安
を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
本
市
の
対

応
を
伺
う
。

幼
児
相
談
、
子
育
て
世
代
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
者
支
援
課
等
に
お

い
て
、
広
く
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
は

実
施
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
福
祉
部
門
だ
け
で
な
く
、
市

全
体
が
連
携
し
て
関
わ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

木
き

村
むら

 淑
よし

子
こ

議員
公明党

◦有害鳥獣対策について
◦福祉の充実について

質問項目
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ど
の
よ
う
な
研
修
を
ど
の
よ
う
な
目
的

で
行
っ
て
い
る
か
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
自

主
研
修
」、「
職
場
研
修
」、「
職
場
外
研
修
」

の
３
つ
の
研
修
を
柱
と
し
て
効
率
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
防
災
資
機
材
操
作
訓
練
は

過
去
に
行
わ
れ
て
い
た
職
員
に
よ
る
防

災
資
機
材
操
作
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

避
難
所
開
設
担
当
職
員
、
防
災
安
全
課

職
員
、
学
校
・
公
民
館
の
職
員
合
同
で
、

様
々
な
資
機
材
の
操
作
組
み
立
て
の
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
会
的
弱
者
に
対
す
る
対
応
は

障
が
い
者
の
い
る
家
庭
に
お
け
る
緊
急

通
報
体
制
は
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
１
１
９
に
よ
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
無
声
通
報
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

制
度
、
登
録
方
法
な
ど
周
知
に
力
を
入

れ
な
い
か
。

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
を
支
援
で
き
る

よ
う
広
報
紙
な
ど
も
活
用
し
、
引
き
続
き

周
知
に
努
め
ま
す
。

市
庁
舎
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

現
在
の
設
置
台
数
と
使
用
実
績
は
。

現
在
北
庁
舎
に
１
台
設
置
し
て
あ
り
、

導
入
後
16
年
間
で
使
用
実
績
は
あ
り
ま
せ

ん
。庁

舎
拡
張
後
に
増
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

庁
舎
整
備
完
了
後
、
５
分
以
内
の
装
着

が
望
ま
し
い
と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
適
切
に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

Q
A

職員の受講研修と目的につ
いて
３つの研修を柱として効率的に行っ
ています

村
むら

田
た

 　稔
みのる

議員
創袖クラブ

◦職員を対象とする研修について
◦防災にかかる職員の資機材取扱訓練について
◦社会的弱者への対応について
◦庁舎増築にかかるＡＥＤの設置について

質問項目 質問項目

Q
A

新築住宅に太陽光パネル設
置義務の条例化の考えは
太陽光パネルの設置の必要性から先
進自治体の取組を注視していきます

家
庭
部
門
に
お
け
る

温
暖
化
阻
止
の
対
策
は

Ｃ
Ｏ
２
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
と
す
る
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
３
割
を
占
め
る
家
庭

部
門
の
対
策
が
肝
要
で
あ
る
。
先
進
自
治

体
で
は
、
新
築
住
宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
義
務
の
条
例
化
を
検
討
し
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
は
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
有
効
な
こ
と
か
ら
設

置
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
設
置
義
務
の
条

例
化
に
つ
い
て
は
、
建
築
費
用
や
維
持
に

お
け
る
負
担
増
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
今

後
と
も
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

自
治
体
行
政
運
営
の
責
任
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
発
事
故
と
熱
海
土
石
流
事

故
に
共
通
す
る
の
は
、
公
益
部
門
の
社
会

的
責
任
の
欠
如
で
あ
る
。
教
訓
と
す
る
も

の
が
あ
る
か
。

法
令
を
遵
守
し
た
行
政
運
営
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
市
内
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
、
許
認
可
申
請
の
審
査
等
、

法
令
違
反
が
あ
っ
た
場
合
は
国
や
県
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
正
な
人
事
で

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提

供
し
続
け
る
た
め
に
、
職
員
が
能
力
を
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
、
能
力
の
あ

る
女
性
の
積
極
的
な
登
用
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
の
対
応
は
。

女
性
職
員
の
採
用
や
登
用
に
つ
い
て
は
、

性
別
に
捉
わ
れ
な
い
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
長
時
間
労
働
の
抑
制
や
適
正
な
人
事

評
価
な
ど
の
就
労
意
欲
を
高
め
る
取
組
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

吉
よし

岡
おか

 淳
じゅん

一
いち

議員

◦温暖化対策について
◦東電福島第一原発事故を教訓とした
　自治体行政運営の責任について
◦人事院勧告について
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Q
A

各地域の地区計画策定に、
一歩踏み込んだ市の関与は
市民・行政など多様な主体が役割を
分担し、協力・連携して進めます

地
区
計
画
制
度
の
周
知
状
況
は

地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会
へ
の

参
加
人
数
や
主
な
意
見
は
。

Ｒ
３
年
度
は
３
地
区
31
名
、
Ｒ
４
年
７

月
の
各
地
域
説
明
会
で
は
、
５
地
域
合
計

35
名
が
参
加
し
、
自
治
会
単
位
で
の
説
明

会
開
催
や
住
民
だ
け
で
の
地
区
計
画
策
定

は
難
し
い
と
い
っ
た
意
見
等
を
頂
い
て
い

ま
す
。

過
去
に
市
内
で
地
区
計
画
制
度
を
活
用

し
た
土
地
利
用
の
実
績
は
。

こ
れ
ま
で
の
地
区
計
画
実
績
は
９
地
区

あ
り
、
Ｈ
８
年
の
代
宿
地
区
を
初
め
、
直

近
の
Ｒ
２
年
坂
戸
市
場
地
区
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

地
区
計
画
は
組
織
結
成
ま
で
が
重
要

地
域
の
旗
振
り
役
が
不
在
と
の
意
見
を

聴
く
が
、
地
域
の
想
い
の
掘
り
起
こ
し
や

地
域
の
組
織
結
成
に
向
け
た
支
援
等
は
。

ま
ず
は
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周

知
を
広
く
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

相
談
や
疑
問
点
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
地

域
の
想
い
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
都
市
構
造
実
現
に
は
、
内
陸
部
の

人
口
増
加
策
が
必
要
で
は

袖
ケ
浦
市
の
人
口
は
増
加
基
調
に
あ
る

が
、
内
陸
部
の
現
状
は
。

昭
和
・
長
浦
地
区
で
人
口
は
増
加
し
て

お
り
、
内
陸
部
の
４
地
区
は
５
年
前
と
比

較
し
合
計
で
約
１
千
３
百
人
程
減
少
し
て

い
ま
す
。

地
域
と
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
内
陸
部

の
人
口
増
加
策
の
構
築
を
進
め
な
い
か
。

地
域
の
課
題
解
決
に
、ま
ち
づ
く
り
の

相
談
等
の
機
会
を
通
じ
て
、住
民
の
声
や

意
向
を
踏
ま
え
、活
用
可
能
な
制
度
の
紹

介
や
技
術
的
助
言
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

地
域
の
方
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

Q
A

木更津看護学院パワハラ問
題　市の認識は
第三者委員会が設置され調査してい
る状況は問題であると考えています

君
津
木
更
津
医
師
会
が
運
営
す
る
こ
の

学
院
が
地
域
で
果
た
し
て
い
る
役
割
は
。

毎
年
20
人
前
後
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
君
津
地
域
４
市
の
医
療

機
関
に
就
職
す
る
な
ど
、
地
域
医
療
の
人

材
育
成
を
担
っ
て
い
ま
す
。

看
護
師
の
芽
を
摘
ん
で
は
な
ら
な
い

准
看
護
師
を
育
成
す
る
同
学
院
で
、
教

員
か
ら
日
常
的
に
ひ
ど
い
暴
言
等
パ
ワ
ハ

ラ
に
よ
っ
て
１
学
年
で
４
割
の
学
生
が
退

学
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

同
学
院
に
負
担
金
を
出
し
て
い
る
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

運
営
主
体
で
あ
る
医
師
会
か
ら
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
調
査
委
員
会
で
年
内
中
に
調
査
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
報
告
す
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
関
係
３
市

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

何
で
も
値
上
が
り
で
大
変

農
家
へ
の
市
独
自
支
援
早
急
に
！

市
内
農
家
の
推
移
と
認
定
農
業
者
数
は
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
２
０
１
５

年
で
１
２
３
８
戸
、
２
０
２
０
年
で
９
４
６

戸
、
認
定
農
業
者
は
Ｒ
元
年
度
１
５
７
人
、

２
年
度
・
３
年
度
は
１
５
３
人
で
す
。

農
家
が
５
年
で
約
３
０
０
戸
も
減
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
燃
料
、
電
気
代
、
肥
料
等

す
べ
て
値
上
が
り
。
こ
の
ま
ま
で
は
担
い

手
は
減
る
一
方
。
認
定
農
業
者
以
外
の
農

家
へ
も
市
独
自
支
援
を
す
べ
き
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
。

南
房
総
市
で
は
、
飼
料
高
騰
へ
の
支
援

や
価
格
高
騰
に
よ
る
経
費
負
担
の
軽
減
な

ど
実
施
し
て
い
る
。
本
市
も
で
き
な
い
か
。

農
家
の
方
々
に
影
響
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

他
市
町
村
の
事
例
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

価
格
保
障
、
所
得
補
償
が
必
要
。
再
建

充
実
す
る
よ
う
国
に
求
め
な
い
か
。

国
に
要
望
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

稲
いな

毛
げ

 茂
しげ

徳
のり

議員
清風会

◦地区計画制度を活用したまちづ
くりの進捗状況と今後について

質問項目

励
と

波
なみ

 久
ひさ

子
こ

議員
日本共産党
袖ケ浦市議団

◦農業問題について
◦木更津看護学院のパワーハラス

メント問題について

質問項目
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Q
A

袖ケ浦市の良さを再認識し
て発信していかないか
様々な施策が現在進行中であり
発掘・発信していきます

袖
ケ
浦
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

本
市
の
良
い
と
こ
ろ
の
認
識
は
。

温
暖
な
気
候
と
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
農

業
・
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
産
業
、

子
育
て
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
、

「
住
み
た
い
に
応
え
ら
れ
る
街
」
で
す
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

戦
略
の
施
策
内
容
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
明
確
な
本

市
の
魅
力
を
確
立
し
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』

と
し
て
対
外
的
に
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
。

Ｒ
７
年
ま
で
に
交
流
や
定
住
人
口
の
増

加
・
認
知
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
対

象
は
既
に
本
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
東
京

湾
岸
の
子
育
て
世
代
で
す
。

「
袖
ケ
浦
良
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

本
市
に
数
多
く
あ
る
産
品
を
３
事
業
者

に
絞
っ
て
、
市
と
共
に
特
産
品
を
開
発
・

販
売
ま
で
支
援
し
て
い
く
試
み
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
育
成
・
誘
致
に
つ
い
て

新
た
に
始
ま
っ
た
電
子
申
請
の
内
容
は
。

市
役
所
に
来
な
く
て
も
手
続
き
が
出
来

る
様
、
子
育
て
関
係
を
先
行
し
73
手
続
き

の
電
子
申
請
フ
ォ
ー
ム
を
公
開
中
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
交
付
。
図
書
カ
ー

ド
と
の
代
用
。
国
の
方
で
も
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
と
の
併
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
固
定
資
産
税
が
見
込
め
る
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
を
市
へ
誘
致
し
な
い
か
。

国
が
進
め
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘

致
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
と
の
意
見
交

換
の
動
向
を
見
守
っ
て
行
き
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
人
材
の
発
掘
・
育
成
の
進
捗
は
。

情
報
処
理
技
術
の
実
務
経
験
を
持
つ
職

員
２
名
を
採
用
済
み
。
今
後
も
継
続
的
な

確
保
、
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
袋
値
上
げ
に
関
し
意
見
交
換
会
等

か
ら
「
市
民
の
生
の
声
」
を
抽
出

ご
み
袋
値
上
げ
問
題
は
昨
年
５
月
に
家

庭
系
ご
み
手
数
料
の
見
直
し
の
基
本
的
な

考
え
方
が
議
会
に
示
さ
れ
た
。
市
民
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
つ
か
ん
で
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
様
々
な

御
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
最
初
に
出
て
く
る
意
見

は
「
値
上
げ
し
て
も
ご
み
は
減
ら
な
い
」。

ご
み
袋
値
上
げ
と
減
量
化
の
関
係
は
。

ご
み
袋
の
値
上
げ
が
市
民
の
行
動
変
容

の
動
機
づ
け
と
な
り
、
減
量
化
と
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
袋
の
質
が
悪
い
と
い
う
話
が
各

地
で
あ
っ
た
。
ご
み
袋
の
質
に
変
更
等
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
入
札
の
状
況
は
ど
う
か
。

毎
年
度
入
札
に
よ
り
業
者
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
ご
み
袋
の
材
質
、
仕
様
の
変
更

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
分
の
ス

ト
ッ
ク
は
、
今
店
舗
に
あ
る
在
庫
の
み
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
値
上
げ
は
、

財
政
問
題
が
根
底
に
あ
る
！

現
行
案
通
り
、
ご
み
袋
が
値
上
げ
さ
れ

た
場
合
、
年
間
約
５
０
０
０
万
円
の
増
収

と
な
る
。
市
に
と
っ
て
５
０
０
０
万
円
と

い
う
お
金
は
、
ど
ん
な
も
の
か
。

当
市
の
財
政
と
し
て
は
大
き
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
値
上
げ
に
よ
る
増
収

分
は
ご
み
処
理
事
業
費
の
年
間
約
10
億
円

の
費
用
に
対
し
て
充
当
し
ま
す
。

５
０
０
０
万
円
あ
れ
ば
、

給
食
費
が
２
カ
月
無
料
に
な
る

５
０
０
０
万
円
で
出
来
る
事
業
は
、
消

防
団
の
１
年
間
の
運
営
費
、
学
校
給
食
費

が
年
間
約
２
億
５
千
万
円
、
５
０
０
０
万

円
充
当
す
る
と
、
２
カ
月
給
食
費
が
無
料

に
な
る
位
の
金
額
で
間
違
い
な
い
か
。

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
通
り
で
す
。

Q
A

ごみ袋の質が悪いと意見が
あるが
材質、仕様の変更は行っていません

笹
さ

生
そう

　猛
たけし

議員
袖和会

◦ごみ袋値上げについて
質問項目

伊
い

東
とう

 章
あき

良
ら

議員
清風会

◦本市の魅力を創出する「ブラン
ディング戦略」について

◦本市における「デジタル化推進」
について

質問項目
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Q
A

国葬に市は何もすべきでな
い
国・県 近隣市の動向を見て判断し
ます

企
業
か
ら
ご
み
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば

コ
ス
ト
が
高
い
施
設

ご
み
袋
値
上
げ
の
最
大
理
由
は
、
ご
み

排
出
日
量
減
だ
。
Ｋ
Ｃ
Ｓ
の
大
規
模
焼
却

炉
に
日
本
製
鉄
か
ら
の
廃
棄
物
を
受
入
れ

る
。
ご
み
が
減
る
と
費
用
が
高
く
な
る
か

ら
で
は
な
い
の
か
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
10
（
産
廃
搬
入
等
）
を
し

な
け
れ
ば
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
コ
ー
ク
ス
が

値
上
が
れ
ば
、
当
然
単
価
に
反
映
し
ま
す
。

Ｋ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
広
域
ご
み
処
理
開
始
の

最
大
の
理
由
は
、
１
日
処
理
能
力
１
０
０

㌧
以
下
の
施
設
に
補
助
金
が
出
な
い
点

だ
っ
た
。
今
は
ど
う
か
。

Ｈ
16
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
、
今
は
、
そ

の
条
件
が
無
い
新
た
な
交
付
金
で
す
。

新
施
設
は
、
東
京
湾
岸
に
建
設
予
定
だ
。

巨
大
津
波
が
き
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

事
業
者
が
富
津
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
し
、
さ
ら
に
１

ｍ
程
度
の
か
さ
上
げ
を
提
案
し
、
選
定
委

員
会
の
評
価
も
受
け
て
い
ま
す
。

人
口
減
や
ご
み
減
量
に
な
っ
た
場
合
、

規
模
が
大
き
す
ぎ
、
産
廃
搬
入
増
に
な
る
。

小
さ
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３
炉
の
う
ち
１
炉
を
止
め
る
よ
う
な
手

段
も
は
か
れ
ま
す
。

廃
棄
物
中
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、

23
％
。
急
い
で
分
別
、
減
量
し
な
い
か
。

先
進
事
例
も
勉
強
し
、
検
討
し
ま
す
。

反
発
を
招
く
ご
み
袋
値
上
げ
に
よ
る
ご

み
減
量
は
、
白
紙
撤
回
せ
よ
。

審
議
会
等
で
議
論
し
て
お
り
、
撤
回
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
葬
に
市
は
何
も
対
処
す
る
な

故
安
倍
元
首
相
の
国
葬
に
は
何
も
す
べ

き
で
な
い
。
市
は
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

国
・
県
、
近
隣
市
等
の
動
向
を
確
認
し

判
断
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

篠
しの

原
はら

 幸
こう

一
いち

議員
清風会

◦各地域の安心・安全なまちづ
くりについて

質問項目

各
地
域
の

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

災
害
発
生
時
の
自
主
防
災
組
織
の
機
能

強
化
と
組
織
の
な
い
地
区
へ
の
結
成
促
進

と
今
後
の
対
策
は
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
数
は
、
本
年
４

月
現
在
79
組
織
で
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

毎
年
一
組
織
以
上
の
結
成
を
目
標
に
市
広

報
紙
や
市
政
協
力
員
会
議
で
の
周
知
に
加

え
、
市
職
員
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
に
関

す
る
出
前
講
座
等
を
開
催
し
、
新
規
結
成

の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

各
地
域
で
の
防
災
活
動
で
中
核
と
な
る

人
材
の
具
体
的
な
養
成
方
法
は
。

自
治
会
等
を
単
位
と
し
た
自
主
防
災
組

織
の
取
組
を
支
援
し
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
指
導
や
防

災
資
機
材
の
貸
与
を
行
い
、
組
織
や
人
材

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
高
齢
者
等
の
要
配
慮
者

の
支
援
体
制
が
重
要
な
の
で
、
自
治
会
と

協
力
し
て
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な

い
か
。

市
で
は
「
災
害
時
に
自
力
ま
た
は
家
族

の
支
援
だ
け
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

要
配
慮
者
の
方
」
の
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
作
成
し
、
本
人
の
同
意
に
基
づ
き

要
配
慮
者
の
情
報
を
各
自
治
会
に
提
供
し

て
、
普
段
の
見
守
り
と
災
害
時
の
支
援
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
自
治
会

と
の
要
支
援
者
等
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
ま
す
。

公
民
館
・
学
校
と
の
避
難
所
運
営
訓
練

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
と
の
避
難
所
運
営
訓
練
は
、
年
度

当
初
に
避
難
所
と
な
る
学
校
の
先
生
と
避

難
所
開
設
担
当
と
な
る
市
職
員
と
の
顔
合

わ
せ
を
兼
ね
て
、
簡
易
備
蓄
倉
庫
内
の
資

機
材
の
取
扱
方
法
、
避
難
所
開
設
ま
で
の

流
れ
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
A

自主防災組織の機能強化と
結成促進の取組は
広報紙等での周知、市職員による出
前講座等を開催しています

篠
しの

﨑
ざき

 典
のり

之
ゆき

議員
日本共産党
袖ケ浦市議団

◦一般家庭からの廃棄物処理事
業等について

◦故・安倍元首相の国葬への対
応について

質問項目
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Q
A

学生服、ランドセルは市が
全額補填を
生活保護制度や就学援助制度によ
り、経済的支援に取り組んでいます

中
学
校
制
服
の
無
償
化
を
！

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
と
な
る
制
服

の
購
入
は
、
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
も
市
が
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

制
服
は
あ
く
ま
で
個
人
が
使
用
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
家
庭
に

対
し
て
市
が
一
律
に
制
服
の
購
入
費
を
負

担
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
経

済
的
に
お
困
り
の
家
庭
に
は
、
本
市
で
は

生
活
保
護
制
度
や
就
学
援
助
制
度
に
よ
り
、

入
学
準
備
金
等
を
入
学
前
に
保
護
者
に
渡

し
て
お
り
、
経
済
的
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

中
学
校
で
も
プ
ー
ル
で
の
授
業
を
！

中
学
校
で
も
プ
ー
ル
で
の
水
泳
授
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
プ
ー

ル
で
の
授
業
は
実
施
せ
ず
、
理
論
学
習
に

移
行
し
た
理
由
は
。

小
学
校
で
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
一

定
の
泳
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
学
校
で
は
理
論
学
習
で
十
分
で
あ
る
と

総
合
的
に
判
断
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
全
額
補
填
を
！

近
年
、
他
の
市
で
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
教

科
書
が
入
り
、
本
体
７
０
０
グ
ラ
ム
前
後

の
１
万
円
程
度
で
購
入
で
き
る
独
自
の
通

学
カ
バ
ン
を
利
用
し
て
い
る
学
校
が
出
て

き
て
い
る
が
、
本
市
も
理
に
か
な
う
カ
バ

ン
を
見
つ
け
出
し
市
が
全
額
補
填
し
て
は
。

一
律
に
同
じ
通
学
用
カ
バ
ン
を
配
布
し
、

全
額
補
填
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。通

学
用
カ
バ
ン
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
で
な

く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
保
護

者
の
方
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

各
学
校
か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
で
な
く
て

も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
A

ヤングケアラー連携支援の
マニュアル周知状況は
関係各課のほか、市内全小中学校に
周知しています

介
護
施
設
の
負
担
減
で
環
境
改
善
へ

民
間
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
複
数
の

介
護
施
設
の
送
迎
業
務
を
共
同
化
し
、
職

員
負
担
の
軽
減
、
人
材
不
足
の
解
消
に
つ

な
げ
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
る
。
こ
う
し
た

仕
組
み
の
導
入
で
介
護
環
境
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
検
討
し
な
い
か
。

こ
の
仕
組
み
を
考
案
し
た
企
業
か
ら
本

年
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
効
果
が

期
待
で
き
る
一
方
で
運
営
団
体
や
運
行
団

体
の
選
定
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
進
事
例
を
参
考
に
介
護
施
設
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
本
市
で
の
導
入
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
応
の
連
携
は

本
年
、
厚
労
省
よ
り
多
機
関
・
多
職
種

連
携
に
よ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
出
さ
れ
た
。
福
祉
、
介
護
、

医
療
、
教
育
な
ど
多
分
野
の
連
携
に
よ
り

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
、
支
援
に

つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
本
市
で
の

周
知
状
況
や
実
際
の
連
携
状
況
は
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
関
係
各
課
の

ほ
か
、
市
内
全
小
中
学
校
に
周
知
し
ま
し

た
。
連
携
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
一
つ
の
型
を
示
し
た

も
の
で
は
な
く
、
参
考
事
例
を
紹
介
す
る

よ
う
な
も
の
。
単
な
る
共
有
で
は
な
く
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
市
と
し
て
の
方
向
性
も

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

関
係
機
関
で
構
成
す
る
既
存
の
会
議
体

を
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
確
認

等
を
し
つ
つ
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
な
ど
が
情
報
を
得
や
す
い
ネ
ッ

ト
上
に
、
本
市
の
支
援
情
報
が
全
く
で
て

こ
な
い
。
早
急
に
整
え
る
べ
き
で
は
。

市
Ｈ
Ｐ
に
早
急
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

関
す
る
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

湯
ゆ

浅
あさ

　榮
さかえ

議員
清風会

◦市立幼稚園・小中学校の幼児・
児童・生徒の実態について

質問項目

根
ね

本
もと

 駿
しゅん

輔
すけ

議員
清風会

◦介護環境の改善について
質問項目
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人権擁護委員が
決まりました

利光　正之 氏新任
任期：令和５年１月１日～令和７年12月31日

人権擁護委員とは…人権擁護委員法に基づいて、
法務大臣から委嘱された民間ボランティアで、人
権相談や人権の考えを広める活動を行っています。
市では８人の人権擁護委員が活動しています。

ZOOMを利用した北海道茅室町との視察の様子

　情報化社会の著しい進歩に伴い、議会改革と共に議会のICT化が全国的に
推進されており、地方議会においてもICT化による市民への情報提供や議会
の効率化が求められる状況にあることから、本市議会においても「議会運
営の活性化及び効率化を図り、議会審議の質の向上及び事務の負担軽減に
必要な議場等における情報通信技術の活用についての調査・研究」及び「非
常事態の際にも議会活動を継続するために必要な情報通信技術の活用につ
いての調査・研究」を目的とした議会ICT推進特別委員会を設置し、ICT化

に関する調査・研究を行ってきました。議会ICT推進特別委員会では、
新議場でのICT設備の検討や、会議への情報機器の持ち込み、会議
システムの導入等が審議され、本定例会にて調査結果の報告が行わ
れました。今後、袖ケ浦市議会ではタブレット端末や会議システム
の導入が予定されています。

議会ICT推進特別委員会調査報告書の主な内容
◦新議場システムについて
◦会議における情報機器の持ち込み及び使用について
◦タブレット端末と会議システムの導入について

議会ICT推進特別委員会　調査結果報告委員会

レポート
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　録画配信をご利用ください。定例会終
了後約１週間でアップされます。
　本会議の会議録はホームページへの掲
載まで約２か月かかりますので、内容を
早くご覧になりたい方、もっと詳しく知
りたい方は、録画配信をご利用ください。
　パソコンだけでなく、スマートフォン、
タブレット端末でもご覧になれます。

「議会のひろば」より

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
TEL 0438-62-3450　FAX 0438-63-5130
E-mail sode32@city.sodegaura.chiba.jp

議員名・会議日・
会派から選べます。

「再生」を押すと
映像が始まります。

袖ケ浦市議会　映像 検索

議 会 だ よ り そでがうら

＊一般質問通告一覧表は11月24日（木）頃、ＨＰに掲載する予定です。
＊12月定例会の予定は、11月22日（火）に開催される議会運営委員会で正式決定

されます。詳しくは議会事務局（0438-62-3450）へお問い合わせください。
＊請願・陳情の受付は11月17日（木）までです。

【12月の定例会】
日 月 火 水 木 金 土

11/27 28 29 30 12/1 ２ ３
本会議
10：00～

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
本会議

（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

11 12 13 14 15 16 17
本会議

（一般質問予備日）
総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

18 19 20 21 22 23 24
本会議
10:00～

25 26 27 28 29 30 31

　11月15日（火）午前10時から臨時会を行います。
この臨時会は各常任委員会委員の選任や正副委員長
の互選などを行います。ぜひ傍聴へお越しください。

11月臨時会の
お知らせ

ガ ウ ラ の ま ち

袖ケ浦
　

おいしい！
袖ケ浦

袖ケ浦市の
暮らしがより良く！

季節の味覚を
味わおう

ガウラのまちでは２つのコーナーをお届けします。「袖ケ浦の Before・After」 
では、便利で住みやすくなった市の取組を写真付きで紹介し、「おいしい袖ケ浦」 
では、市の観光協会監修のもと、地元の特産品を紹介します。

デマンド型の乗合送迎
サービス「チョイソコが
うら」は、自宅近くのごみ
ステーションや公園を出
発地（帰りは目的地）とし、
長浦地区内の商店・病院・銀行等や、市役所・袖ケ浦バスターミ
ナル等の地区外公共施設を目的地（帰りは出発地）として「行き
たいときに 行きたいところへ」行ける乗り合い送迎サービスです。
詳しい利用方法等は担当部署にお問い合わせいただくか、ＨＰを
ご覧ください。また、今後は実証運行の実績等を
踏まえながら、順次地区の拡大が検討されます。
 問合せ  企画政策課　☎0438-62-2327

袖ケ浦の特産品で
ある牛乳を使用し
た、ご当地グルメが

「ホワイトガウラー
メン」です。試行錯
誤のスープづくりの
中で、しょうがで牛
乳のクセを消し、クリームチーズでまろやかなコ
クを出すことに成功。平成23年開催の「袖ケ浦ご
当地グルメ王座決定戦『袖-1グランプリ』」で見事
優勝しました。現在、市内４店舗で各店
オリジナルの「ホワイトガウラーメン」
が食べられます。
 取り扱い場所 
◦大衆中華ホサナ
　蔵波台2-23-23　☎0438-63-4378
◦袖ケ浦公園 レストハウス菖蒲
　飯富2360　☎0438-63-2118
◦麺処 霧笛　神納1-7-18
◦天然温泉湯舞音 袖ケ浦店（食事処）
　袖ケ浦駅前1-39-15　☎0438-38-6168

お店ごとに
独自のアレンジで

自慢の味！

車が運転できなくても
暮らしやすくなるね

市
Ｈ
Ｐ
は

こ
ち
ら
◀

ゴミステーションの停留所

ホワイトガウラーメンホワイトガウラーメン

長浦地区で「チョイソコがうら」の長浦地区で「チョイソコがうら」の
実証運行が始まりました実証運行が始まりました
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